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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成22年5月13日(2010.5.13)

【公開番号】特開2009-30153(P2009-30153A)
【公開日】平成21年2月12日(2009.2.12)
【年通号数】公開・登録公報2009-006
【出願番号】特願2008-10557(P2008-10557)
【国際特許分類】
   Ｃ２１Ｄ   8/10     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  38/00     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  38/44     (2006.01)
   Ｂ２１Ｃ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２１Ｄ   8/10    　　　Ｄ
   Ｃ２２Ｃ  38/00    ３０２Ｚ
   Ｃ２２Ｃ  38/44    　　　　
   Ｂ２１Ｃ   1/00    　　　Ｌ
   Ｂ２１Ｃ   1/00    　　　Ｎ

【手続補正書】
【提出日】平成22年3月19日(2010.3.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　(1) 質量％で、Ｃ：０．０３％以下、Ｓｉ：１．０％以下、Ｍｎ：０．０５～１．５％
、Ｐ：０．０３％以下、Ｓ：０．０３％以下、Ｎｉ：２２％を超えて４０％以下、Ｃｒ：
２０～３０％、Ｍｏ：０．０１％以上４．０％未満、Ｃｕ：０．１～４．０％、Ａｌ：０
．００１～０．３０％、Ｎ：０．０５％を超えて０．３０％以下、Ｏ：０．０１０％以下
を含有し、残部がＦｅおよび不純物であり、かつ、Ｎ含有量とＯ含有量の積が下記（１）
式を満足する化学組成を有する高合金素管を熱間加工により形成した後、冷間加工によっ
て高合金管を製造する方法であって、最終の冷間加工工程を断面減少率での加工度Ｒｄが
下記（２）式を満足する条件で冷間加工することを特徴とする高合金管の製造方法。
　Ｎ×Ｏ≦０．００１　・・・・・・（１）
　１５≦Ｒｄ（％）≦３７０×（Ｃ＋Ｎ）　・・・・（２）
但し、式中のＮ、Ｏ及びＣはそれぞれの元素の含有量（質量％）を意味し、そして、Ｒｄ
は断面減少率での加工度（％）を意味する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　質量％で、Ｃ：０．０３％以下、Ｓｉ：１．０％以下、Ｍｎ：０．０５～１．５％、Ｐ
：０．０３％以下、Ｓ：０．０３％以下、Ｎｉ：２２％を超えて４０％以下、Ｃｒ：２０
～３０％、Ｍｏ：０．０１％以上４．０％未満、Ｃｕ：０．１～４．０％、Ａｌ：０．０
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０１～０．３０％、Ｎ：０．０５％を超えて０．３０％以下、Ｏ：０．０１０％以下を含
有し、残部がＦｅおよび不純物であり、かつ、Ｎ含有量とＯ含有量の積が下記（１）式を
満足する化学組成を有する高合金素管を熱間加工により形成した後、冷間加工によって高
合金管を製造する方法であって、最終の冷間加工工程を断面減少率での加工度Ｒｄが下記
（２）式を満足する条件で冷間加工することを特徴とする高合金管の製造方法。
　Ｎ×Ｏ≦０．００１　・・・・・・（１）
　１５≦Ｒｄ（％）≦３７０×（Ｃ＋Ｎ）　・・・・（２）
但し、式中のＮ、Ｏ及びＣはそれぞれの元素の含有量（質量％）を意味し、そして、Ｒｄ
は断面減少率での加工度（％）を意味する。
【請求項２】
　高合金素管の化学組成が、Ｆｅの一部に代えて、質量％で、Ｃａ：０．０１％以下、Ｍ
ｇ：０．０１％以下および希土類元素：０．２％以下のうちの１種または２種以上を含有
することを特徴とする、請求項１に記載の高合金管の製造方法。
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